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の
4
点
に
亘
っ
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
点
目
に
つ
い
て
は
第
1
波
か
ら
第
6

波
の
感
染
者
数
（
第
4
波
は
感
染
者
0
）

や
、「
業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）」
に
基

づ
く
対
策
の
徹
底
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
関
す
る
ご
家
族
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

 　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
事
業
所
・
法
人
に
対
し
て
の

要
望
で
「
家
族
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
ほ

し
い
。
特
に
感
染
し
た
場
合
に
孤
独
に
な

り
や
す
い
。
職
員
の
力
が
安
心
感
を
与
え

て
く
だ
さ
る
と
思
う
」
と
い
う
“
声
”
を

紹
介
さ
れ
、
各
事
業
所
で
改
め
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
注
視
し
、
今
後
の
支
援
に
役
立
て
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
点
目
に
つ
い
て
は
「
地
域
生
活
支
援

拠
点
ま
ー
ぶ
る
・
ま
ー
ぶ
る
ホ
ー
ム
の
始

動
」「
福
祉
村
に
お
け
る
新
し
い
居
住
の
場

の
整
備
と
地
域
と
の
連
携
構
想
」「
ベ
ト
ナ

ム
と
3
法
人
と
の
連
携
事
業
の
推
進
」

　

3
点
目
と
し
て
は
「
賃
金
改
善
」「
定
年

年
齢
の
見
直
し
」「
非
正
規
職
員
の
年
次
有

給
休
暇
取
得
の
変
更
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

許
さ
な
い
職
場
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
こ
の
間

実
施
し
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
触
れ
ら
れ
、

最
近
1
年
以
内
に
職
場
で
経
験
・
見
聞
き

し
た
言
動
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
約
2
割

あ
っ
た
こ
と
、パ
ワ
ハ
ラ
の
行
為
者
は
上
司・

先
輩
か
ら
が
多
い
が
、
部
下
か
ら
の
も
の

も
あ
り
、
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
同
僚
の
多

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
パ
ワ
ハ

ラ
に
比
べ
、
セ
ク
ハ
ラ
で
は
「
相
談
窓
口
に

相
談
し
た
の
が
ゼ
ロ
」
で
あ
り
、
相
談
し

に
く
い
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

4
点
目
の
法
人
財
政
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
は
、
福
祉
事
業
収
入
が
初
め
て
前

年
度
よ
り
減
収
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
、

原
因
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
減
収
と
支

出
増
。
具
体
的
に
は
退
所
な
ど
に
よ
る
利

用
者
の
減
少
に
比
し
て
、
人
件
費
率
が
こ

の
10
年
間
で
10
％
上
昇
し
て
お
り
、
今
後

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

◆
午
後
企
画

　【
講
演
】

 

テーマ

Ｓ
D
G
s
の
と
り
く
み
を

始
め
る
た
め
に
、

Ｓ
D
G
s
っ
て
何
か
を
学
ぼ
う

講
師

一
般
社
団
法
人
S
D
G
s
市
民
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
・
事
務
局
長

新
田 

英
理
子 

氏

　

講
師
か
ら
は
「
S
D
G
s
目
標
達
成
の

取
り
組
み
は
、
正
解
が
一
つ
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
個
人
や
団
体

が
自
由
に
豊
か
に
発
想
し
て
旺
盛
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
」「
目
標
達
成
期
限
ま
で

あ
と
8
年
、
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
き
て

い
る
地
球
の
気
候
変
動
や
、
社
会
に
お
け

る
格
差
や
不
公
正
が
コ
ロ
ナ
に
よ
り
顕
在

化
し
き
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
産
業
も
人
々

の
生
活
も
環
境
も
こ
こ
20
年
で
大
変
革
が

起
こ
っ
て
い
く
。
あ
き
ら
め
ず
に
今
か
ら

は
じ
め
て
も
大
丈
夫
」「
こ
の
ま
ま
で
は
地

球
が
『
続
か
な
い
』
気
候
変
動
の
課
題
や
、

社
会
の
不
公
正
の
課
題
は
“
待
っ
た
な
し
”

で
あ
る
認
識
を
持
つ
こ
と
」「
社
会
バ
ラ
ン

ス
の
S
D
G
s
の
考
え
方
は
、
ま
ず
ベ
ー

ス
に
自
然
環
境
が
あ
り
、
そ
の
上
に
社
会

関
係
資
本
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
生
産
・
経

済
が
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
大
事
」「
自
然

環
境
な
し
で
は
よ
い
社
会
な
し
！
良
い
社

会
な
く
し
て
経
済
な
し
！
今
は
、
平
和
な

く
し
て
す
べ
て
の
こ
と
が
な
い
」
と
い
う

様
々
な
お
話
が
、
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
S
D
G
s
原
則
の
中
で
“
包
摂

性
-
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
”
を
最
も
大

事
と
捉
え
て
い
る
こ
と
」「
障
害
者
分
野
の

取
り
組
み
『
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
は
私
た

ち
抜
き
で
決
め
な
い
で
』
か
ら
と
て
も
学

ん
で
い
る
こ
と
」
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

2022 年4 月9 日 

ロシアのウクライナへの軍事侵攻に対する抗議声明 

社会福祉法人ゆたか福祉会 

理事長 鈴木 清覺 

 

2022 年2 月24日、ロシア・プーチンは一方的にウクライナへの軍事進攻

を開始しました。あの日から、５０日を経て、事態は一層深刻の度を深めてい

ます。 

 ウクライナでは、１千万人を超える人々が戦火を避けて国内外に避難してい

ます。一般市民が避難した劇場や病院、学校などが無差別に攻撃され、おびた

だしい人々の命が奪われました。平穏に暮らしていた生活が突然脅かされ、死

と隣り合わせの恐怖の中にさらされ、障害のある人や高齢者の多くも安全な地

域に避難することが出来ず、極限の環境のなかに置かれています。 

第２次大戦後に築いてきた、平和への国際ルールも人道上の条約も無視した

今回のロシアによる軍事侵攻に強い憤りをもって抗議し、直ちに軍事的な侵攻

を中止し平和を取り戻すことを求めます。 

また核兵器や生物・化学兵器の使用を示唆する行為は、唯一の被爆国である

日本の立場からも、断じて許すことは出来ません。 

世界の障害者問題のとりくみにおいて画期となった“国際障害者年行動計画”

（1980年１月採択）では、「障害者のうち多数の者は，戦争及び他の形態の

暴力の犠牲者であるという事実に想いを至すなら，国際障害者年は世界平和の

ための諸国民間の継続的で強い協力の必要性を強調する」とされています。ま

さに、平和であってこそ障害者の命が守られ幸せが実現できることは、我が国

と世界の経験の中でも明らかです。 

また、障害者権利条約第十条「生命に対する権利」、第十一条「危険な状況

及び人道上の緊急事態」からも今回のロシア軍の侵攻は許されるものではあり

ません。 

私たちゆたか福祉会は、その理念に「平和」を掲げ取り組みをすすめてきた

歴史をもつ法人です。こうした危機的な事態に直面した今こそ、平和への連帯

と協同の行動に立ち上がり、その輪を広げていきましょう。 
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